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事務事業

№/名　称
主管課 関連課

分野名

目標

（目標値）

人口等の データ区分

データ 人　　　口

世　帯　数

運営資源 決算値

状　　　況 （国　・　県）

（負担金等）

（一般財源）

人員配置数

人 件 費

協　働　の

パートナー 実績値

事務事業

運営経費
市民１人当

りの経費

対象者１人

当りの経費

評価結果 改善の必要性

総事業費

18,960千円 

601千円 

44,899千円

12,069千円 

630千円 

44,519千円

6,437千円

11,922千円

5.0人

平成　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年度事務事業評価シート

□サービス部門

■支　援　部 門
生涯－０１ 社会教育運営事業

文化財課生涯学習課

77,430世帯

２０年度

市民の生涯学習を積極的に支援できる体制づくり

鎌倉ゆかりの作品の散逸を防止し、それらを保存・活用する場をつくることで文化の創造に努める。

指標と評価

指標
放課後子ども教室推進
事業(参加人数)

ザイムスコード及び個別事業名

1246

社会教育運営事務

162

159

美術館建設準備事業

教育文化施設建設基金積立金

生涯学習

176,484人176,669人

備　　考

・各年4月1日
（住民基本台帳）78,131世帯

22年度

140人

20年度

目標値

◎目標を達成　○目標に向かって前進　△横ばい　×後退

評価 ○

104人

（上記対応できなかった課題・問題点について今後どのように対応（改善）していきますか）

(生涯学習一般)
厳しい財政状況により、事業の実施回数や開催場所を増やすことが困難である。
ウインターコンサートについては､定員を大幅に上回る申込があり、開催場所や実施回数の
検討が必要である。
(美術館関係）
　美術館については、野村総研跡地で博物館との複合施設としての整備を目指してきたが、

21年度

150人

最終年度
（　　年度）

134人

創意・工
夫・課題等
の改善点
21年度の

成果

未解決の
課題・問題

点

160人

(生涯学習一般)
　開催する事業にできるだけ多くの人に参加してもらうため､広報・啓発活動の充実を図っている。
　ウィンターコンサートについては、申込葉書による抽選が定着し、大きな混乱もなく事業が行われた。
　放課後子ども教室開始後3年目となり、各教室の運営方法等を工夫してきた結果、各教室の参加者が増加し
ている。
(美術館関係）
　市として今後の基本的な方向性を示すため「野村総合研究所跡地整備にかかる今後の基本方針」を策定し、
庁内合意を得た後、市議会に報告し了承を得るとともに、関係団体・市民に公表した。

63,859千円 130人

今後の方
針（対応・

改善）

（21年度事務事業を実施するうえでの課題・問題点は、どのようなことでしたか）

(生涯学習一般)
　事業の開催場所・回数等については引き続き工夫していくほか、事業内容の充実に努める。
(美術館関係）
　美術館は、市内の既存施設の活用を基本として検討を行うものとし、美術館整備に先立ち、市が所有する美
術品の収蔵施設を市内に先行整備する。

(生涯学習一般）
　利用できる公共施設や利用日数が限られているため、 事業の実施回数や開催場所を増やすことが難しい。
(美術館関係）
　美術館運営の中心となる優秀な学芸員の確保と収蔵品の充実、財源の確保については、引き続きの課題と
なっている。

創意・工
夫・課題等
改善状況

　ベンチマー
ク（県内外自
治体や民間
団体との比

較値）

課題・問題
点

（21年度事務事業の取組において対応（解決）できなかったものはどのようなことですか）

宮崎　淳

有

課長名

二次評価（部長評価）

部名・部長名

(生涯学習一般)
　社会教育振興事業は好評を得ている
ので現状のまま継続するが、今後もより
市民ニーズを反映した内容にしていく必
要がある。
(美術館関係)
　関係課との調整を行い、美術館の整備
について進捗を図っていく。

植松　芳子

B

一次評価（課長評価）

評価結果

22

56,588千円

320円

２１年度

362円

3,024千円

8,415千円

5.0人

改善の必要性

有

（課題・問題点についてどのような創意工夫、改善をしましたか。また、どのような成果がありましたか）

(生涯学習一般)
　社会教育振興の各事業は定着してお
り、引き続き継続していく必要があるが､
参加者や市民の声を参考に内容・質の充
実を図っていく。
(美術館関係)
　引き続き関係団体・市民のご意見を聞
きながら、美術館及び収蔵施設の整備地
を検討していく。

A:充実又は拡大　　B:現状のまま継続　　C:統合又は縮小　　D:廃止又は休止　　E:事業完了

B

23年度


